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塩
の
道

「
千
国
つ
く
じ
街
道
」
を
歩
く

そ
の
３

い
き
い
き
社
会
部
副
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長
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今
回
が
２
年
前
か
ら
企
画
し
て
き
た
「
塩
の
道
歩
く
」
の
最
終
回
と
な
り
、
１０
月
１

日
（土
）
参
加
者
２７
名
は
、
曇
り
空
で
し
た
が
「塩
の
道
」
に
期
待
を
は
ら
ま
せ
な
が
ら
元

気
に
出
発
し
ま
し
た
。
北
陸
道
を
順
調
に
走
り
抜
け
糸
魚
川
イ
ン
タ
ー
を
降
り
、
今
回
、

出
発
地
点
で
歩
荷
（ぼ
っ
か
）
像
の
あ
る
美
山
公
園
に
到
着
。
全
員
元
気
よ
く
自
然
豊
か

な
林
道
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。

道
は
少
し
濡
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
ウ
ト
ウ
」
（ウ
ト
ウ
と
は
急
斜
面
を
Ｖ
字
型
に
切
り

開
い
て
、
道
の
傾
斜
を
緩
や
か
に
し
た
湿
地
）
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
道
し
る
べ
「
茶
屋
跡
」

が
あ
り
雑
木
林
の
中
に
昔
の
交
易
路
の
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
姫
川
に
出
て
ホ
ッ
サ
マ
グ
ナ
パ
ー
ク
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
最
古

の
杭
状
溶
岩
（放
射
状
に
広
が
っ
た
巨
大
な
岩
）
を
見
学
し
、
最
終
地
点
で
は
、
わ
ず
か
の

間
で
し
た
が
日
本
百
名
山
の
１
つ
で
あ
る
雨
飾
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
怪
我
も
な
く
無
事
金
沢
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

い
き
い
き
社
会
部
で
は
、今
後
も
古
道
を
歩
く
こ
と
を
進
め
て
い
く
予
定
で
、
２７
年
度
は
、

旧
街
道
北
陸
道
（ほ
く
ろ
く
ど
う
）
の
福
井
県

「木
の
芽
峠
」
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、ご
期
待
下
さ
い
。 島

旭町 上
■

下
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26年度金沢市場東地区公民館含日威人式
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平
成
２６
年
度

城
東
地
区
公
民
館
合
同
成
人
式

広
報
視
聴
覚
部
　

三

浦

清

宏

平
成
２６
年
度
城
東
地
区
公
民
館
合
同
成
人
式
が
、
日

上
公
民
館
か
ら
は
９‐
名
（男
子
３８
名
、
女
子
５３
名
）
が
参

加
し
て
１
月
１０
日
（土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雪
模
様
で
し
た
が
、
式
典
前
の
会
場
入

り
口
で
は
、
艶
や
か
な
衣
装
に
身
を
ま
と
っ
た
新
成
人
の

同
級
生
と
の
再
開
を
懐
か
し
む
笑
い
声
が
響
き
渡
り
、
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
方
々
が
臨
席
さ
れ
、
山

野
市
長
、
谷
本
知
事
の
祝
辞
、
新
成
人
の
誓
い
な
ど
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
様
に
は
、
将
来
の
自
分
の
姿
を
描
き
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
謙
虚
に
、
そ
し
て
時
に
は
大
胆
に
自
分
作

り
を
し
て
は
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
出
発
点
が
「成
人
の
日
」
。
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
未

来
に
向
っ
て
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
式
典
が
大
き
な
問
題
も
な
く
無
事
に
進
行
で

き
た
の
は
、
多
く
の
、
公
民
館
委
員
の
皆
様
の
協
力
が
あ
っ

て
出
来
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
場
所
を
移
し
て
の
茶
話
会

今
ニ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
「
ロ
ワ
し

に
は
、
７‐
名
（男
子
２８
名
、
女
子
５３
名
）
の
参
加

の
も
と
、
改
め
て
同
級
生
と
の
再
会
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
小

学
校
の
担
任
だ
っ
た
先
生
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ー
ム
等
あ
っ

と
で
，
間
の
１
時
間
で
し
た
。



田上新町 福 田紗也

責任の持てる大人になり、今まで支えてくれた人たちに

恩返しをするつもりで社会に貢献していきたいです。

茶話会ありがとうございました。

若谷町会 前田晴香

朝早く起き、着物を着て、堅苦しい話を聴かなきゃいけ

ない成人式は行きたくないと思っていましたが、実際に

着物を着て式に出て見るといろんなことを感じ、考えが

大きくかわりました。すごくきれいな振袖を着させてもらい、

母の帯を結びメイクをしてもらったことがとてもうれしか

ったです。着物の帯が苦しいし、歩きにくいし、汚さない

ように気を使って大変だったけれど、私はまた機会があ

るのなら「着たい」と思いました。フワフワなドレスもいい

けれど日本人だからやっぱり着物を着たいと思いました。

こんな素敵な着物を着ることができたのは、両親のお陰

です。

市長のお話にもあったように、両親には感謝しています。

これからも心配をかけていくのかなと思いながら、少し

ずつ大人になって前に進んで行きたい気持ちでいますが、

「大人」というのが何なのか、まだ分かっていないけどこ

れからたくさん笑って、泣いて苦しい事も経験していくう

ちに分かってくるのかなと思っています。

旭町町会 下 優太郎

このような盛大な成人式を催していただき、またお祝い

激励の言葉など本当に有難うごれ まヽした。懐かしい方々

に会えて、楽しいひと時でした。

新成人として、社会の一員として自覚と責任を持って行

動します。また成人として選挙権も得ることができたので、

次回からの選挙ではしっかり投票しようと思います。

私は現在学生ですので、すでに就職されて社会人とし

て貢献されている同級生や諸先輩方々に比べると、ま

だまだ未熟ですが大学生として大学で医学を学び、今

後社会人として出の中に少しでも貢献できるよう努力し

ます。

20年 FH5育て支えてくれた両親、祖父母、地域の方 に々

感謝します。

二 ′

ー

暉

,  |‐
ギ  ヽヽ



Ｉ
Л

「
じ
リ
ゴ

第
３６
回

田
上
公
民
館
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

１０
月
２６
日
、
絶
好
の
秋
空
の
も
と
、
「
レ
リ
ゴ
ー
ー
田
上
の
温
故
知
新
」
を
テ
ー
マ
に
第
３６
回
田

上
公
民
館
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
田
上
本
町
子
ど
も
太
鼓
倶
楽
部
に
よ
る
伝
承
の
「
子
ど
も
太
鼓
」
の
勇
ま
し
い

演
技
で
今
年
の
文
化
祭
の
幕
が
明
け
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
、
人
気
の
あ
る
テ
ン
ト
市
で
は
ス
タ
ー
ト
時
間
の
９
時
３０
分
の
直
後
か
ら
、
湯
涌
の
と
れ
た

て
野
菜
や
田
上
公
民
館
名
物
の
焼
き
そ
ば
や
学
童
父
母
会
の
綿
菓
子

Ｚ
フ
ン
ク
フ
ル
ト
を
買
い
求

め
る
人
の
長
い
列
が
で
き
、
当
日
の
午
後
の
早
い
時
間
に
完
売
す
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
餅
つ

き
体
験
で
は
、
金
沢
大
学
で
学
ぶ
海
外
の
留
学
生
達
が
ぎ
こ
ち
な
い
格
好
な
が
ら
も
、
初
め
て
の
餅

つ
き
体
験
を
し
、
日
本
の
文
化
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
２
Ｆ
の
講
堂
に
お
き
ま
し
て
は
田
上
小
学
校
５
年
生
の
「謡
曲
　
羽
衣
」
の
歌
唱
を
皮
切

り
に
、
金
沢
大
学
の
ア
カ
び
フ
ラ
イ
プ
、
田
上
民
謡
教
室
の
方
々
の
「
田
上
は
ん
た

若
松
じ
ょ
ん
か
ら
」

琴
修
会
田
上
の
大
正
琴
の
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
社
の
里
の
合
唱
な
ど
に
対
し
て
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
ア
ー
マ
の
「温
故
知
新
」
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

DX

広
報
■
壽
党
委
員

」

水
Ｈ
　
賢
治

今
年
の
文
化
祭
の
新
し
い
試
み
と
し
て
文
化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
に

も
掲
載
さ
れ
た
紙
芝
居
が
午
前
と
午
後
２
回
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
の
民
話

一太
比
と
ち
ょ
つ
ず
ば
ち
』
を
題
材
に
館

長
自
ら
が
紙
芝
居
の
演
じ
手
と
な
り
、
大
勢
の
観
客
の
前
で
身
振

り
手
振
り
交
え
な
が
ら
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
の
一方
通
行
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
体
験
で
き
な
い
経
験

を
特
に
観
客
の
子
ど
も
た
ち
は
し
た
こ
と
と
思
え
ま
す
。

今
年
度
の
支
化
祭
も
地
域
の
皆
様
の
協
力
の
下
、
無
事
成
功
に

終
わ
り
ま
し
た
。
地
域
の
文
化
や
交
流
を
深
め
る
意
味
で
も
来
年

度
も
引
き
続
き
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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市
興

ド
ヽヽ
ンヽ
ト
ン
大
会
優
勝

田
■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
　
＾
表

一泉

Ｈ
月
２３
日
（日
）
第
３４
回
市
民
バ
ド
ヽヽ
ンヽ
ト
ン
大
会
が
金
沢
市
民
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
田
上
公
民
館
が
２
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
は
た
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
も
年
々
増
え
、
今
回
は
４４
チ
‐
ム
２
２
０
名
の
出
場
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
上
公
民
館
は
Ａ

Ｂ
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
１
位
グ
ル
ー
プ
で

の
決
勝
戦
で
千
坂
チ
ー
ム
を
破
り
優
勝
。
ま
た
Ａ
チ
ー
ム
は
３
位
グ
ル
ー
プ
で

３
位
に
入
賞
と
両
チ
ー
ム
と
も
善
戦
し
好
成
績
で
し
た
。

選
手
の
皆
様
に
は
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
は
昭
和
５６
年
に
若

松
に
在
住
の
高
松
さ
ま
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
発

足
か
ら
今
年
で
３４
年
続
い
て
お
り
ま
す
。
偶
然

に
も
３４
回
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
感
無

量
で
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
に
田
上

小
学
校
体
育
館
で
午
後
７
時
よ
り
練
習
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
校
下
の
皆
様
で
興
味
の
あ
る

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

９
月
７
日
（日
）
、
市
内
の
旧
家
や
記
念
館
を
巡
る
女
性
研
修
が
行
わ
れ
、
２３
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
は
本
多
町
旧
中
村
邸
並
び
に
茶
室
耕
雲
庵
を
視
察
し
た
あ
と
、
大
野
か
ら
く
り
記
念
館
、
発
酵
食
美
人
食
堂
「百

年
蔵
」
で
の
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
銭
屋
五
兵
衛
記
念
館
、
銭
五
の
館
を
訪
ね
ま
し
た
。

中
村
邸
は
昭
和
初
期
の
住
宅
を
移
築
改
装
し
、
現
在
お
茶
会
や
展
示
会
な
ど
に
利
用
さ
れ
当
時
の
風
情
を
感
じ

る
た
た
ず
ま
い
で
す
。
か
ら
く
り
記
念
館
で
は
、
茶
運
び
人
形
に
つ
い
て
館
長
自
ら
の
解
説
と
実
演
が
あ
り
、
参
加

者
は
感
心
し
き
り
。
大
野
弁
吉
と
い
う
素
晴
ら
し
い
科
学
者
の
残
し
た
功
績
は
現
在
の
礎
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
銭
屋
五
兵
衛
を
ご
存
じ
で
す
か
？
北
前
船
で
海
運
業
を
営
み
、
加
賀
藩
に
も
貢
献
し
、
大

野
弁
吉
と
も
親
し
か
っ
た
五
兵
衛
は
河
北
潟
千
拓
事
業
に
お
け
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
悲
運
の
最
期
を
遂
げ
ま

し
た
。
五
兵
衛
の
波
乱
万
丈
の
人
生
が
胸
に
迫
り
、
現
在
の
河
北
潟
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

お
昼
に
い
た
だ
い
た
「ね
か
せ
玄
米
」
や
麹
を
利
用
し
た
料
理
で
皆
さ
ん
少
し
綺
麗
？
に
な
っ
て
元
気
よ
く
帰

っ
て
来
ま
し
た

参
加
者
の
皆
様
、
各
施
設
職
員
の
皆
様
お
世
話
に
な
り
無
事
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

跡
枷
麺
餅
紳
知
輌
軒
刹
林
嶋
動

１
位
グ
ル
ー
プ
‥

優
勝

３
位
グ
ル
ー
プ
‥

３
位

成
子

永年勤続劇囲D石田 明美さん  |
永年勤続 m板 谷 睦 卓 さん   [

l[][1田E:騒il誓薦:1   1
来年勤続m水 本 朋宏さん  [
末年勤続GttD上田雄一さん  |
末年勤続□留い山口重喜さん

潮
の
香
る
町
、
金
石
、
大
野
を
訪
ね
て

女
性
部
部
長

野

口

明

子

97号館報
第3口地区公民館「館報J発表会

奨励賞受賞

あ とが さ
平成26年は 広島の■雨 御嶽山の噴火

などで多くの犠ll者が出るなど各地で災

害が発生した年でしたが 今年は平穏な

年であってくれることを願っています

今回も 新しくなった広報視聴党委員や

多くの皆様の協力により館報第98号 を発

刊することが出来ました これからも地

域の持様に愛される官報の編集に努めて

まいります (三浦清宏)

vЫ 98曇「臭層鰯
1日

部長

冨1部長

委員

特別編集員

,青霊

修ニ

常昭
宏尚

贅治
学
理恵

美由紀
住代
―也
昭ニ

哲郎

こ意見 こ感想 こ希望を

お間かせください。

下記FAXまでお寄せください。
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